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1. 平成30年3月期第3四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第3四半期 34,760 △3.8 406 △38.7 830 △15.2 634 △7.9

29年3月期第3四半期 36,132 △1.2 662 △3.0 980 △9.6 688 △47.8

（注）包括利益 30年3月期第3四半期　　565百万円 （△18.3％） 29年3月期第3四半期　　691百万円 （△48.7％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第3四半期 67.56 67.45

29年3月期第3四半期 73.36 73.30

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期第3四半期 36,501 19,962 54.7 2,125.66

29年3月期 36,132 19,667 53.6 2,094.75

（参考）自己資本 30年3月期第3四半期 19,952百万円 29年3月期 19,657百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 0.00 20.00 0.00 12.00 32.00

30年3月期 0.00 17.00 0.00

30年3月期（予想） 18.00 35.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 50,000 4.1 950 7.4 1,300 0.7 1,000 2.9 106.55

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 0 社 （社名） 、 除外 0 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期3Q 11,025,032 株 29年3月期 11,025,032 株

② 期末自己株式数 30年3月期3Q 1,638,534 株 29年3月期 1,640,833 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期3Q 9,385,028 株 29年3月期3Q 9,383,653 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府・日銀による経済政策および金融政策を背景に、全般

的に緩やかな回復が見られ、堅調な雇用・所得情勢を背景に、消費にも緩やかな回復が見られつつあります。そ

の一方でアジア経済の減速や米国や北東アジアなど国際政治情勢・世界経済の先行きへの不透明感も見られる状

況にあります。当社グループが属する「食」の分野では、原材料価格の上昇に伴う販売価格への影響のような消

費行動を抑制する要因や働き方改革に端を発した人手不足・人件費上昇もあり、依然として不透明な状況が続い

ております。

このような環境の中、持ち帰り弁当事業では、食に対する安心、安全への「こだわり」をビジネスの中心に据

え、多様化する消費者のニーズに対応するための顧客満足度向上に注力し、店舗のＱＳＣ（クオリティ・サービ

ス・クリンリネス）向上に努めるとともに、新商品開発・メニューのリニューアルを進めてまいりました。ま

た、店舗管理事業では安定収益を確保しつつ、店舗委託事業では積極的な新規出店・優良物件の仕入を進めてま

いりました。

このような中、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高347億60百万円（前年同期比3.8％減）、営業利益

４億６百万円（前年同期比38.7％減）、経常利益８億30百万円（前年同期比15.2％減）、親会社株主に帰属する

四半期純利益６億34百万円（前年同期比7.9％減）となりました。

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

なお、当第３四半期連結累計期間において報告セグメントの区分を変更しており、前年同期比較は、前第３四

半期連結累計期間の数値を変更後のセグメントに組み替えた数値で行っております。報告セグメントの区分変更

の詳細は「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項項（セグメント情

報等）」を御参照ください。

 

①持ち帰り弁当事業

持ち帰り弁当事業においては、地域の皆様の豊かな食生活に貢献し、常にお客様の身近な存在であり続ける

「わたしの街の台所」として、手作りによる家庭の温もり、まごころ、安心感をお届けする信頼の食を追求して

おります。当第３四半期には、冬季の人気季節メニューである「牛すき焼き」や「中華丼」などとともに、期間

限定で提供した「ビフテキ重」などが人気を集めました。

新たな取り組みとして第２四半期よりスタートした、「お店で手作り 日替りシリーズ」では、９月に「日替り

デラックス」を、10月には和のおいしさをお楽しみいただく「日替り母さん弁当」を新発売し、いずれも定番メ

ニューと同等以上の人気メニューとなっております。日替りシリーズでは、定期的なリニューアルを実施するな

どの施策をとおして常に新しさのあるメニューを提供し幅広いお客様に訴求してまいります。 

また、日替りシリーズだけでなく、価格帯に応じた価値のあるメニューの提供、買い合わせメニューの充実を

図るとともに、食材価格の上昇に対応した一部メニュー価格の見直しについても検討し、客単価・収益の改善を

図っております。なお、オペレーションの改善や営業時間の見直しを継続して実施し、効率的な店舗運営を図る

施策は継続して実行しており、あわせて、営業利益率の向上を図ってまいります。

しかしながら、労働力不足に伴う人件費の高止まり傾向や、一部食材価格の上昇傾向などの影響は大きく、持

ち帰り弁当事業の売上高は143億56百万円（前年同期比5.2％減）、営業利益は７億89百万円（前年同期比18.9％

減）となりました。

 
②店舗委託事業

店舗委託事業においては、自社運営の情報サイトである「店通(てんつう)」を活用することで飲食業界に対す

る当社ブランド浸透及びイメージ向上に取り組むとともに、優良物件を積極的に仕入れ、不採算店舗の解約など

による物件稼働率の向上を図り、利益率の向上に努めてまいりました。更に、新たな取り組みとして、既存ビル

から飲食ビルへのコンバージョンや新築物件のマスターリース等による物件価値の向上を図ってまいりました。 

この結果、店舗委託事業の売上高は176億94百万円（前年同期比2.9％増）、営業利益は３億85百万円（前年同

期比6.4％増）となりました。

 

③店舗管理事業 

店舗管理事業においては、前期末および当期初の所有不動産売却に伴い減収ではあるものの、ビルオーナーの

ニーズにきめ細かにお応えするべく、ビルオーナー向けに保有ビルの資産価値向上のための各種サービスを提案

する取り組みを進めることによって、ビル管理契約数の増加と、関連する収益機会増大、利益拡大に注力してま

いりました。 

この結果、店舗管理事業の売上高は４億63百万円（前年同期比14.7％減）、営業利益は２億69百万円（前年同

期比12.7％減）となりました。
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④フレッシュベーカリー事業 

フレッシュベーカリー事業においては、「アルヘイム」ブランドの認知を進め、ブランドイメージの向上を図

るため、商品品質を重視しつつアイテム数の充実を目指した商品開発を進め、毎月８種類の新商品を投入してま

いりました。また、当第３四半期における季節商品としましては、ハロウィン関連商品やクリスマス時期のシュ

トーレンなどを発売し、幅広い支持をいただいております。 

しかしながら、新ブランドの浸透に時間を要していること、労働力不足の影響により人件費の高止まり傾向が

見られることなどにより、売上高、営業利益ともに前年を下回って進捗しております。 

この結果、フレッシュベーカリー事業の売上高は10億42百万円（前年同期比28.1％減）、営業損失は１億44百

万円（前年同期は営業損失28百万円）となりました。

 

⑤その他の事業 

物流関連事業においては、引き続き新規の物流業務獲得を推進するとともに、自社製造商品のグループ外企業

向け販売について、販路開拓・取り扱い拡大に向けた営業強化に取り組んでおります。 

物流関連事業を担うグループ会社である株式会社アサヒＬ＆Ｃでは、惣菜・食材の物流・配送に際し、衛生管

理の徹底を求める社会の期待に揺るぎない高水準の食品安全レベルを証明することで応え、消費者の皆様に安

心・安全・高品質な惣菜・食材をお届けするため、食品安全マネジメントシステムの国際規格であるISO22000と

それを発展させた規格であるFSSC22000の認証を取得しております。顧客からの信頼と市場での優位性を保持しつ

つも足場固めに注力し、グループ外企業との更なる取引拡大に向け、磐石の体制で臨んでおります。 

なお、当社グループでは、持続的成長と収益力の向上を図り、強化すべき事業領域に重点的に経営資源を投入

して事業の選択と集中を進める観点から、平成29年４月１日付で「びっくり寿司」事業を譲渡しております。 

この結果、事業譲渡による影響もあり、その他の事業の売上高は12億３百万円（前年同期比33.1％減）、営業

利益は39百万円（前年同期比118.8％増）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明 

①資産 

当連結会計年度末における総資産は、前連結会計年度末に比べ１億66百万円減少し、365億１百万円となりまし

た。その内訳は、流動資産６億４百万円の増加、固定資産７億70百万円の減少となっております。 

流動資産の増加は、主に現金及び預金４億99百万円の増加、商品及び製品１億73百万円の増加等によるもの、

固定資産の減少は、主に投資有価証券６億74百万円の増加、土地７億34百万円の減少、建物及び構築物３億70百

万円の減少、敷金及び保証金１億84百万円の減少等によるものです。 

 

②負債 

負債は、前連結会計年度末に比べ４億61百万円減少し、165億39百万円となりました。その内訳は、流動負債５

億49百万円の増加、固定負債10億10百万円の減少となっております。 

流動負債の増加は、主に１年内返済予定の長期借入金３億３百万円の増加、買掛金２億50百万円の増加、短期

借入金50百万円の減少等によるもの、固定負債の減少は、主に長期借入金10億36百万円の減少等によるもので

す。 

 

③純資産 

純資産は、前連結会計年度末に比べ２億94百万円増加し、199億62百万円となりました。これは主に親会社株主

に帰属する四半期純利益を６億34百万円計上し、配当を２億72百万円実施したこと等により利益剰余金が増加す

る一方で、その他有価証券評価差額金が68百万円減少したこと等によるものです。 

以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末の53.6％から1.1ポイント上昇し54.7％となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第３四半期累計期間の連結業績は想定した範囲内の実績であり、平成30年３月期通期の連結業績予想につき

ましては、平成29年５月10日に公表いたしました業績予想から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成29年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 6,660,672 7,159,924 

受取手形及び売掛金 1,678,594 1,728,253 

商品及び製品 460,602 633,726 

原材料及び貯蔵品 113,314 80,260 

繰延税金資産 374,761 336,983 

その他 862,318 810,778 

貸倒引当金 △22,790 △17,933 

流動資産合計 10,127,472 10,731,993 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 5,862,094 5,491,168 

機械装置及び運搬具（純額） 227,651 278,646 

工具、器具及び備品（純額） 354,173 268,630 

土地 11,685,574 10,951,009 

リース資産（純額） 86,737 61,493 

建設仮勘定 11,070 21,859 

有形固定資産合計 18,227,300 17,072,807 

無形固定資産    

のれん 68,996 15,119 

その他 180,426 157,303 

無形固定資産合計 249,422 172,423 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,657,930 2,332,144 

長期貸付金 56,684 76,912 

敷金及び保証金 5,702,133 5,517,240 

繰延税金資産 163,384 140,759 

長期未収入金 655,598 650,009 

その他 474,962 454,465 

貸倒引当金 △646,595 △646,759 

投資その他の資産合計 8,064,097 8,524,772 

固定資産合計 26,540,821 25,770,003 

資産合計 36,668,293 36,501,996 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成29年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 2,237,414 2,488,241 

短期借入金 836,412 786,291 

1年内返済予定の長期借入金 1,686,528 1,989,528 

未払金 839,576 892,502 

未払法人税等 192,230 146,211 

未払消費税等 143,135 100,167 

賞与引当金 171,124 124,551 

その他 1,705,609 1,834,413 

流動負債合計 7,812,031 8,361,906 

固定負債    

長期借入金 4,457,425 3,421,254 

退職給付に係る負債 39,323 36,713 

長期預り保証金 3,942,689 4,026,477 

繰延税金負債 227,196 165,341 

資産除去債務 329,459 330,986 

その他 192,389 196,823 

固定負債合計 9,188,483 8,177,596 

負債合計 17,000,515 16,539,503 

純資産の部    

株主資本    

資本金 4,036,649 4,036,649 

資本剰余金 3,982,495 3,981,536 

利益剰余金 13,767,744 14,129,387 

自己株式 △2,305,700 △2,302,465 

株主資本合計 19,481,189 19,845,108 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 176,364 107,421 

その他の包括利益累計額合計 176,364 107,421 

新株予約権 10,224 9,963 

非支配株主持分 － － 

純資産合計 19,667,778 19,962,493 

負債純資産合計 36,668,293 36,501,996 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年12月31日) 

売上高 36,132,094 34,760,417 

売上原価 27,881,192 27,101,234 

売上総利益 8,250,901 7,659,183 

販売費及び一般管理費 7,588,024 7,252,735 

営業利益 662,877 406,447 

営業外収益    

受取利息 2,318 3,725 

受取配当金 6,925 13,556 

受取賃貸料 142,806 138,640 

業務委託契約解約益 67,506 111,818 

持分法による投資利益 24,246 24,193 

その他 155,476 217,938 

営業外収益合計 399,280 509,872 

営業外費用    

支払利息 26,864 24,400 

賃貸費用 23,647 25,785 

業務委託契約解約損 5,608 7,556 

その他 25,808 27,743 

営業外費用合計 81,928 85,485 

経常利益 980,229 830,834 

特別利益    

固定資産売却益 5,126 28,523 

投資有価証券売却益 109,956 156,276 

投資有価証券運用益 5,426 － 

受取補償金 16,000 61,916 

事業分離における移転利益 － 50,000 

その他 － 6,986 

特別利益合計 136,509 303,703 

特別損失    

固定資産除却損 103,374 34,887 

固定資産売却損 2,657 21 

減損損失 31,141 181,095 

その他 24,925 3,929 

特別損失合計 162,098 219,933 

税金等調整前四半期純利益 954,640 914,604 

法人税、住民税及び事業税 191,970 247,987 

法人税等調整額 74,814 32,588 

法人税等合計 266,785 280,576 

四半期純利益 687,855 634,027 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △523 － 

親会社株主に帰属する四半期純利益 688,378 634,027 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年12月31日) 

四半期純利益 687,855 634,027 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 3,630 △77,170 

持分法適用会社に対する持分相当額 △190 8,227 

その他の包括利益合計 3,439 △68,942 

四半期包括利益 691,295 565,085 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 691,818 565,085 

非支配株主に係る四半期包括利益 △523 － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

該当事項はありません。 

 

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

 

（会計上の見積りの変更）

該当事項はありません。 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

 
持ち帰り 
弁当事業 

店舗委託事業 店舗管理事業 
フレッシュ 

ベーカリー事業 
計 

売上高          

外部顧客への売上高 15,140,168 17,199,582 543,834 1,448,296 34,331,881 

セグメント間の内部売上高又は

振替高 
299,163 － － 550 299,714 

計 15,439,332 17,199,582 543,834 1,448,846 34,631,595 

セグメント利益又は損失（△） 973,621 362,223 308,747 △28,771 1,615,821 

 

       

 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期 
連結損益計算書 
計上額（注）３ 

売上高        

外部顧客への売上高 1,800,213 36,132,094 － 36,132,094 

セグメント間の内部売上高又は

振替高 
2,048,110 2,347,824 △2,347,824 － 

計 3,848,324 38,479,919 △2,347,824 36,132,094 

セグメント利益又は損失（△） 17,947 1,633,769 △970,891 662,877 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに帰属しない事業セグメントであり、物流事業、店舗直営事

業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△970,891千円には、セグメント間取引消去△16,088千

円、各報告セグメントには配分していない全社費用△954,803千円が含まれております。全社費用

は主に報告セグメントに帰属しない親会社である当社管理部門に係る費用であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

 
持ち帰り 
弁当事業 

店舗委託事業 店舗管理事業 
フレッシュ 

ベーカリー事業 
計 

売上高          

外部顧客への売上高 14,356,258 17,694,604 463,633 1,042,162 33,556,658 

セグメント間の内部売上高又は

振替高 
136,463 － － 26 136,489 

計 14,492,721 17,694,604 463,633 1,042,188 33,693,148 

セグメント利益又は損失（△） 789,548 385,539 269,492 △144,835 1,299,744 

 

       

 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期 
連結損益計算書 
計上額（注）３ 

売上高        

外部顧客への売上高 1,203,758 34,760,417 － 34,760,417 

セグメント間の内部売上高又は

振替高 
1,757,484 1,893,974 △1,893,974 － 

計 2,961,242 36,654,391 △1,893,974 34,760,417 

セグメント利益又は損失（△） 39,260 1,339,005 △932,557 406,447 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに帰属しない事業セグメントであり、物流事業、店舗直営事

業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△932,557千円には、セグメント間取引消去△9,256千円、

各報告セグメントには配分していない全社費用△923,301千円が含まれております。全社費用は主

に報告セグメントに帰属しない親会社である当社管理部門に係る費用であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失）

「持ち帰り弁当事業」および「フレッシュベーカリー事業」において、固定資産の減損損失を計上し

ております。当第３四半期連結累計期間における当該減損損失の計上額は、「持ち帰り弁当事業」にお

いて89,250千円、「フレッシュベーカリー事業」において91,051千円であります。

（のれんの金額の重要な変動） 

当社連結子会社である店舗プレミアム株式会社の「びっくり寿司」事業を、平成29年４月１日付で譲

渡したことにより、「その他」におけるのれんの金額が44,314千円減少しております。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。

３．報告セグメントの変更等に関する事項 

当社グループでは、持続的成長と収益力の向上を図るべく、強化すべき事業領域に重点的に経営資源

を投入して事業の選択と集中を進める観点から、当社連結子会社である店舗プレミアム株式会社が営む

「びっくり寿司」事業を、平成29年４月１日付で譲渡いたしました。

店舗直営事業につきましては、この事業譲渡により当該報告セグメントを構成するすべての事業を譲

渡したため、第１四半期連結会計期間より「その他」に含めて表示する方法に変更しております。

また、第２四半期連結会計期間より、「その他」に含まれていた「フレッシュベーカリー事業」につ

きまして、量的な重要性が増したため報告セグメントとして記載する方法に変更しております。

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第３四半期連結累計期間の報告セグメント

の区分に基づき作成したものを開示しております。
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